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調剤前確認/監査

スマートな保険薬局に、スマートな電子薬歴

患者さま情報と監査データを照合して、安全な薬学的管理を実践。「かかりつけ薬剤師」として必要なス

薬歴の基本画面は、紙薬歴簿を見開いたイメージで、画面左側は患者さまの「頭書き情報」（＝１号用紙）を、画面右側は「今回処方
や過去薬歴」（＝２号用紙）を表示し、監査時に必要な情報をひと目で分かり易く確認できるレイアウトになっています。

機能的な画面構成で、必要な情報を的確に把握

【ファンクションボタン】
機能ボタンはファンクションキーに集約されているため、操作性に優れています。

【処方内容表示】
今回処方のチェック。「受付履歴」切り替えで
過去の処方内容も表示できます。

【患者さま頭書き】（TOP情報）
患者さまの「アレルギー」「疾病」「併用薬」「特記事項」など
をひと目でポイントが確認できます。

ロケーションフリーの可搬性のあ
るタブレット型電子薬歴「P-POS 
FreeStyle※」なら、持ち運びしな
がら、今回処方や過去薬歴を見なが
らの監査チェックが行え、調剤室の
スペースを有効に活用できるツール
となります。

処方せん入力と並行して、タブレッ
トで前回受付との照合を行えます。
調剤前に確認事項をおさえられ、
待ち時間短縮につながります。また
薬歴記入においても効率化が図れ
ます。

タブレットによるハイブリッド運用 調剤前確認

※P-POS FreeStyleは、P-POS iのオプションです。



お客さまの声

監査中に確認したい事がある場合は、タブレットのFreeStyleを持って待合室へ移動し、症状の変化やコンプライアン
スなどをお聞きします。薬局のレイアウトに固定されずに、調剤業務とやりとりを並行して行えるので、動きの無駄がな
くなりました。見たい薬歴のデータや記入量が多い場合は、パソコン型を活用するなど、電子薬歴のデバイスを使い分
ける事で、業務全体のパフォーマンスが格段に向上しました。

電子薬歴にタブレット型のFreeStyleを追加したことで、業務のパフォーマンスが格段に向上しました。
（東京都／西武薬局　今井先生）

ピーディーでもれのない業務をバックアップします。

チェック機能を兼ね備えた監査型から、薬剤師が安心して業務に精通していただくために気づきを促す高度支援型へ進化を遂げた
「P-POS i」のデータベース。オンラインコンテンツとしても提供が可能な最新の医薬品データは、相互作用チェックだけでなく、患者
さまとのコミュニケーションにも幅広く活用することができます。

今回処方と前回処方の違い
が、色分けによりひと目でわか
ります。また、先発品から後発
品へ変更のあったおくすりな
ども「類似薬品」としてチェッ
クできます。

高度支援型データベースを活用した監査を実現

過去の処方内容からの変更をひと目で確認

薬品相互作用 画面 ナビ機能(おくすりの確認) 画面薬品相互作用 画面

【塔載している主な医薬品データ】
・相互作用（医療用、OTC）
チェック用データ
・疾病、医薬品投与チェック用
データ
・投与量チェックデータ

…など

保険薬局様向け
電子薬歴システム



薬歴の記入では、今回処方内容を表示するだけでなく、頭書き・申し送り・過去歴、そして医薬品データベースを閲覧しながらの作成
が可能です。より効率的に薬歴記入ができるように、ドラッグ&ドロップを活用しての引用も可能です。

多彩な薬歴入力機能でプラスアルファの活用

【薬歴記入】（「処方内容」参照エリア）
今回処方を確認しながら、コメントエリアに
SOAP形式で薬歴を記入できます。

【過去薬歴】
（「過去処方」「服薬指導データ」参照エリア）
過去処方や服薬指導内容を確認できます。

【患者さま頭書き】（「TOP情報」参照エリア）
患者さまの「アレルギー」「疾病」「併用薬」「特記事項」などを確認しながら薬歴が記入できます。

【同時参照機能タブ】
タブの表示順が変更でき、必要画面を簡単に呼び出せます。

服薬指導/薬歴記入/後算定

タブレット運用によって患者さまと双方向の服薬指導を実現
タブレット型電子薬歴「P-POS FreeStyle※」の利用で、待合室の患者さまとコミュニケーショ
ンしながら薬歴の確認や記入ができます。パソコンまで移動しなくても処方比較、相互作用の確
認や薬歴の記入がスマートに行えます。

※P-POS FreeStyleは、P-POS iのオプションです。

薬歴情報や高度データベースを効率よく確認で
時間をいっそう有効に使えるようになりました
「対物業務」から「対人業務」へ。患者さまの薬歴や最新医薬品データベースなど豊富な情報をもとに、一人



調剤業務で必要となる複数の画面を、ボタンひとつで順番に自動切替できるようあらかじめ設定しておけます。端末ごとに異なる設
定ができるので、投薬カウンターや調剤室など使用用途や場面に合わせて切替える順番を変えられ、業務の効率化やチェーン店内に
おけるオペレーションの統一が図れます。

確認したい画面を順番に自動切替するオートシーケンス

お客さまの声

疾病などによって、服用方法が正しく理解されていなかったり、服用を忘れ、コンプライアンスが不良になりがちなケー
スでは、「薬歴カレンダー」機能を活用し、その理由を確認して服薬指導を行います。指導した内容のポイントをすぐにタ
ブレットで入力し、手が空いたときに調剤室のパソコンで薬歴に加筆することで業務を効率化。その結果、薬剤師の退
社時刻が今までより早くなりました。

服薬指導カウンターでは、アドヒアランス向上の動機づけのためにタブレットを活用。
（東京都／あおぞら薬局　田村先生）

TOP情報 画面 処方比較 画面 やりとり履歴 画面

投薬時の服薬指導情報をもとに、シームレスに算定指示・会計
へ。レセコンとの一体型なので同一端末でスピーディーな会計
業務を実現し、患者さまの待ち時間を減らすことができます。

タブレット型電子薬歴「P-POS FreeStyle※」の利用により、
患者さまの側で会計が行えます。薬学管理料などの算定をレ
セコンまで移動せずその場で入力が行え、患者さまサービス向
上と会計業務の効率化が図れます。 

服薬指導からシームレスに会計へ連携 タブレットの使用でロケーションフリーな算定業務

算定指示 画面

※P-POS FreeStyleは、P-POS iのオプションです。

患者さまごとに、算定に必要な
コメント情報を確認できます。

“かかりつけ薬剤師指導料”や
“特定薬剤管理指導加算”な
ど薬学管理料を中心とした後
算定運用に対応しています。

後算定結果に応じて、一部
負担金を表示します。

算定確定後、領収書・調剤明細書・
調剤録の印刷指示ができます。

きるので、

ひとりの患者さまと丁寧に向き合う服薬指導が行えます。

保険薬局様向け
電子薬歴システム

※本カタログに掲載の本体画面は、P-CUBE i（レセコン電子薬歴一体型システム）でのイメージ画像です。契約情報によっては実際の製品と異なる場合があります。



フルＨＤ画面による薬歴一覧表示
患者さんの薬歴が一画面で確認

薬歴表紙 ＋ 監査情報 ＋ ＤＳＵ 今回薬歴 過去薬歴 来局情報

相互作用や副作用などのチェック
結果と添付文書の改訂情報を表示

今回と前回の調剤内容を比較し変更 
された箇所は色つきでわかりやすく表示

指導内容の文字色と
背景色を変更可能

保険薬局用電子薬歴システム



「 必要な情報を一画面で確認できるから 
患者さんの薬歴確認が楽ですね」

カレンダー表示／週カレンダー／配信情報／統計情報表示

長期投薬患者来局予測表示

選択メニューで情報確認
長期投薬患者の来局予測もチェック

処方参照エリア
今回と過去４回分の処方を表示し、 
処方の変遷が確認できます

処方比較結果／指導内容表示エリア
処方比較結果と指導内容の表示を
切り替えることが可能

今回 前回 前々回

処方比較結果をひと目で確認
今回と過去４回分の処方を表示

今回と前回の調剤内容を
比較し、変更された箇所は
色つきでわかりやすく表示

資料請求はこちら



「医薬品に関する情報が充実しているので、

充実したチェック機能で処方監査をサポート
監査機能一覧

重複投薬チェック

休薬期間チェック

OTC医薬品相互作用チェック

粉砕・分割（脱カプセル）・一包化不可チェック

患者さん
向け
帳票

OTC医薬品添付文書（PDF）添付文書（PDF）

医薬品を選択して添付文書をすばやく表示
紙と同じ医薬品添付文書、OTC医薬品添付文書を画面上で確認



患者さんに適切な服薬指導ができますね」

添付文書の改訂情報を随時配信
使用上の注意の改訂情報で適切な服薬指導

英語版　くすりのしおり® 英語版　薬剤情報提供文書

海外渡航者へのサービスや外国人への説明に
英語版のくすりのしおり®、英語版の薬剤情報提供文書を標準搭載載載載載載

●本製品には、医療機器に該当する機能は含まれておりません。
※くすりの適正使用協議会開発の「くすりのしおり®」を使用しています。
※「くすりのしおり®」は、くすりの適正使用協議会の登録商標です。

資料請求はこちら



調剤薬局経営者にとって本当に価値
あるシステムを目指して。
業務効率の向上、経営環境の最適化
につながる、そして将来のビジョンが
描ける。そんなシステムを考えました。

調剤薬局業務に関わる全ての方に便
利なシステムを目指して。
様々な業務が早く確実にできる、そして
薬剤師の方が本来の投薬業務に注力
できる。そんなシステムを考えました。

来局される患者様にとってもメリット
が伝わるシステムを目指して。
患者様ニーズに応えられる機能を提
供する、そして、薬局様の信頼度がアッ
プする。そんなシステムを考えました。

薬局経営を見つめ直した全く新しい課金方式を採用

一体化された服薬指導支援システムでよりスムーズに

感染症流行のいち早い情報提供で信頼度アップ

※TYPE1では、服薬指導入力機能（電子薬歴機能）はご利用いただけません。

高度な分析シ
ステムで感染
症の流行状況
を解析。

感染症流行状
況をRecepty 
NEXTでモニ
タリング。

早期の感染症
予防や患者様へ
の適切な対応に
役立てられる。

早期医薬品
準備や患者
様への注意
喚起が可能。

処理件数と連動した変動型の課金システムにす
ることより、経営状況とリンクしたシステム費用
を実現しました。

固定化していたシステム費用の変動化を実現
新たな課金方式では導入時の負担を大幅に削
減、導入後も従量課金方式によって、優れたコス
トパフォーマンスを実感していただけます。

優れたコストパフォーマンスを発揮優れたコストパフォーマンスを発揮優れたコストパフォーマンスを発揮

課金方式モデル 現行システム 新システム

処理件数

月額料金

3月　　　6月　　　9月　　　12月

端末台数が増えても
変わらない月額料金

常に最新プログラムが
利用できる継続保証

導入コスト

月額料金導入コスト

コスト比較のイメージです。
実際の数値は処理件数な
どにより異なります。
月額料金とは基本料+使用
料（課金）または、基本料+
使用料（定額）のことです。

※

※

参照情報 文言集 服薬指導入力

転記が可能

転記が可能
電子薬歴レセコン

感染症流行探知サービス

処理件数に応じた課金方式

レセコン機能と服薬指導支援機能が完全に一
体化されたことでよりスムーズな投薬業務を実
現しました。

患者検索から服薬指導へ、服薬指導から会計処理へ
広がった画面領域をフル活用し、表示される情
報量が大幅に増えた服薬指導画面。

機能的で使いやすくなった服薬指導画面

社会全体の健康危機管理につ
ながる情報提供をすることで、
地域における信頼度や貢献度
を向上することができます。

感染症流行探知サービスを利用して
情報提供

新型ウイルスを含め、新興、ならびに再興感染流行
状況を早期に探知できる新機能を国立感染症研
究所・感染症情報センターと共同開発しました。

感染症流行状況を探知できる
システムを開発



安心してご利用いただける先進サポート体制
オプション機能も標準搭載

安全対策もより万全に

サービス向上にも貢献

※TYPE1では、服薬指導入力機能（電子薬歴機能）は
  ご利用いただけません。

万一の時でも
あんしん！

グループ薬局の
情報共有等

優れたコストパフォーマンスを発揮
服薬指導支援システムをはじめ、どこでもお
薬の情報を確認していただける「Mobility」
や医薬品情報データベースシステムを搭載
しました。

様々な要望にお応えする機能を標準搭載

万一の障害時の復旧用バックアップが確保
されています。また、タイムリーな情報共有・
情報管理を行うなどの便利な機能にも活用
することができます。

同期処理で万一の時も安心

調剤レセプト
コンピュータ

服薬指導支援
システム

医薬品情報
データベース

処方歴閲覧
モバイルシステム

※バックアップデータからの
  復旧サービスは
  リリース予定です。

どんな時でも安心
万全のサポート体制

システムの操作・内容に関するお問
合せセンターとして大規模なイン
フォメーションセンターを設置して
おります。いつでも安心してシステム
をご利用いただけるよう丁寧・迅速
な対応を心がけています。

お問合せサポート

インフォメーションセンターで
いつでも安心サポート

専門スタッフにより、電話・メール・
Web等を利用した情報提供サービ
スを行っております。お客様の関心
事や課題、ご相談内容に応じて、
様々な分野からの有効な情報を提
供させていただきます。

情報提供サービス

EM-Fieldコミュニケーション
センターでお役立ち情報提供

調剤レセプトコンピュータシェア
No.1（当社調べ）の経験とノウハウ
を活かして、全国営業拠点を完備。
お客様にとって最も重要なアフター
フォローを全国の専門スタッフが丁
寧・迅速に対応いたします。

全国サポート拠点

全国営業拠点による
きめ細やかなサポート体制

当社調べ

万一の時でも
あんしん！

システムが
よくわからないわ！

役立つ情報が
提供される！

全国の専門スタッフが
丁寧・迅速に対応

システムに関する
ご質問にお答えします。

電話やメールで
お役立ち情報を
ご案内します。

PCの不調をタイムリーに
自動検知し、スピーディに対応

オプションシステムの導入で
さらに充実した体制へ

※一部ハードウェアには、障害検知サービスが利用できない機種が含まれます。

通報内容
温度異常・メモリ縮退・CPU縮退・ハードディスク異常・ディスクリトライしきい値オーバー
アレイディスク縮退・ファン異常・UPS停電・電源異常・システムダウン後リブート時通報　など

PCに異常事態が発生すると障害を自ら検知し通
報するため、障害を未然に防いだり、対応の精度
が上がる等、画期的な機能を搭載しています。

お客様ごとの運用体制に合わせて、Recepty 
NEXTをさらに便利に、効率的にご利用いただける
様々なオプションシステムをご用意しております。

※EMシステムズ 情報セキュリティ基本方針
　http://www.emsystems.co.jp/security.html
　EMシステムズ 個人情報保護方針
　 http://www.emsystems.co.jp/policy.html

服薬指導入力機能の一体化、患者様への情
報提供ツールの充実等で、これまで時間の
かかっていた業務もスムーズに。患者様の携
帯に調剤完了をお知らせできるサービスも
ございます。

業務効率の向上でお待たせ時間も短縮

全国サービス拠点

NECフィールディング

対応 連絡

異常検知・通報

常に最新システム・情報をご利用いただける環境はもちろん、万全のアフターサービスをご提供します。

高速薬袋プリンタ

コンパクトラベルプリンタ

他にも様々なオプションシステムをご用意

カンタン・低コスト薬局間情報共有



薬歴のはじまりは顧客台帳だったと言います。
今や電子薬歴は多機能・高性能な薬局業務支援ツールとして、薬局内で重要な役割を果たしています。早く、正確に、便利に。
それは当然の機能。さらなる高みは、患者さんと薬剤師を繋ぐ原点たる顧客台帳であること。様々な情報をもれなく集め、患者
さんを取り巻く環境をも俯瞰的に管理し、薬局スタッフ全員で情報共有する。そんな最上の顧客台帳システムを提供したいとい
う考えからDrugstarPrime は生まれました。
「Prime」には「最良の」「最上の」とともに、「最初の」という意味があります。

電子薬歴、その先へ

薬局情報共有システム

ドラッグスタープライムドラッグスタープライム
DrugstarPrime®

薬歴アプリ

添付文書の「禁忌」「原則禁忌」欄から作成した禁忌病名データ
ベースと、「効能・効果」欄から作成した推測病名データベース
を照合して、禁忌疾患への禁忌薬投与などの矛盾点を自動的に
見つけ出します。（推定禁忌チェック）

1 監査レベルごとに結果をリストで表示します。
2 監査結果の詳細はタイル形式で表示します。

多角的に処方の矛盾をチェック
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推定禁忌チェック

禁忌
病名

推測
病名 !

チェック

患者さん一人ひとりに対するきめ細かい指導をサポートするた
めに、確認するべき内容はＴＯＤＯリストがお知らせします。

1 ＴＯＤＯリストの実施記録は見やすく表示します。
2 聞き取り内容はボタンで選択

次につなげるＴＯＤＯリスト

21

患者個々に管理

アンケート

初回処方薬

ハイリスク薬

TODO
リスト

etc･･･

お知らせ

疑義照会内容を記録するための専用機能を搭載。疑義照会歴を
医療機関や薬剤ごとに参照することも可能です。

1 照会内容が画面の左回答が画面の右に配置
2 雛形文章からの選択で入力操作を補助します。

疑義照会の記録、履歴管理

1 2

疑義照会機能

疑義 回答

クリア

薬剤カレンダー、検査値、来局、患者イベントを同時に参照で
きるので、患者の状況変化の把握に活用できます。検査値や患
者スケジュールの内容は入力時に指導文として薬歴に記載する
ことができます。検査入力の補助機能として検査項目と病名を
関連付けておくことができます。

1 患者スケジュール：来局日、誕生日などは自動入力
されます。その他任意のスケジュールの登録可能。

2 薬剤カレンダー：服薬状況を視覚的に確認できます。
重複期間は赤色で表示します。

3 検査値：定量検査をグラフで表示。定性検査はアイ
コンとバーで表示します。

患者の状況を俯瞰して把握
1

2

3



●Drugstar Prime®、Drugstar iMove® は東日本メディコム株式会社の登録商標です。
●Windows は米国MicrosoftCorporation の米国および他の国における登録商標です。
● iPad®、App Store℠は米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。
●その他、本広告に記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●本製品および本広告の内容は、改良またはその他の理由により予告なく変更する場合があります。

本広告の内容は 2013 年 4月現在のものです。 2013-012

○開発元 ○お問い合わせ先

システム開発部

埼玉県さいたま市北区吉野町 2丁目 177-5  TEL 048-668-1333

（注 1）通信環境、iPad® はお客様にてご用意いただく必要があります。（iPad®2 以降にて対応可能）（注 2）iPad® は最大 2台まで使用可能です。（注 3）iPad® にインストールしたクライアントプログラムが、
3G/LTE 回線を利用して VPN経由で Prime サーバー /訪問薬歴サーバーにアクセスします。薬局内においては無線 LAN経由のアクセスも可能です。（要無線 LANルーター）

保険調剤薬局

［薬局］

メディコムホーム

［訪問先］

➤現場で見る・書くOK！
 現場で計画書・報告書の作成ができます。

➤薬歴へ転記できる
 iPad®で入力した情報を薬歴に転記。

➤データを持たない安心設計
 iPad®にはデータを持たないので安心。

➤医薬品情報の参照ができる
 医薬品情報も iPad®で参照できます。

 現場で計画書・報告書の作成ができます。

にはデータを持たないので安心。

計画書 報告書

身軽に訪問OK

iPad®

（注1）（注2）（注3）

Drugstar iMove® iPad® 用 訪問アプリ ドラッグスター アイムーブ

訪問薬剤管理に
機動力を

［Prime］

（注1）（注2）（注3）

［iPad®］

➤待ち時間軽減に
 待合室へ移動してヒアリングができます。

➤説明資料になる
 患者さんへの説明資料として使用できます。

➤持ち運びに便利
 紙薬歴同様に持ち運びできます。

➤入力OK
 もちろん、iPad®での入力もできます。

調剤室

待合室

調剤室
投薬カウンター

お薬の説明にも

iPad® iPad® を Prime のクライアント化

（注1）（注2）

DrugstarPrime®iPad® 用クライアントソフト

訪問アプリ

画面表示のリアルタイム更新など、薬局業務を円滑にするサポート機能を強化。
薬局内の連携を支援することにより、薬局業務がよりスピーディーに行えます。

1 業務手順はナビゲーションパネルで表示。ボタン選択で必要な画面が表示されます。
2 作業の進捗状況は薬歴画面と待ち受け画面で連動してリアルタイムで表示されます。
3 1 端末で複数の薬歴画面を同時に開くこともできます（複数薬歴表示）。
4 薬歴画面は複数の担当者で同時に開くことができます（同時操作）。

薬局内チームプレイを支援

調剤室 投薬カウンター

複数薬歴起動 同時操作

薬剤師Ａ

薬剤師Ｂ

薬剤師Ｃ

調剤手順パネルの初期表示は、平成21年度日本薬剤師会受託研究「薬剤服用歴の解析に関する調査研究報告書」
調剤手順に関する調査研究を参考に開発いたしました。（第十三改訂 調剤指針〈日本薬剤師会〉に準拠）

調剤手順パネル

待ち受けタイル

4

3

2

1











かかりつけ薬剤師を強力にサポート！

薬局が変わります！

局外

介護施設

調剤薬局

グループ薬局

薬局外

薬局

在宅

他店

「kusudama（薬玉）」は、薬剤師が1人１台タブレット端末を持ち、
薬局の内外問わず全ての業務をサポートする画期的なツールです。

「kusudama（薬玉）」は、薬剤師が1人１台タブレット端末を持ち、
薬局の内外問わず全ての業務をサポートする画期的なツールです。



www.emedical.ne.jpkusudama 検索
@kusudama_zoo公式ツイッターで最新情報をお届け

お問い合わせはこちら

在宅業務をサポートします！
・残薬管理、服薬指導など忙しい現場でも直感的に操作可能です。
・カレンダー上から訪問スケジュールを簡単に登録できます。

薬局内の業務を「見える化」します！
・「誰が何の業務を行っているか」「お待たせしている患者様はい
　ないか」等、局内の今を視覚化。全員で情報の共有化が可能。

簡単「スタンプ」機能が便利！
・「ファックス処方箋」「店内で待機かどうか」「お急ぎかどうか」
　など メモを残しておきたい時は「スタンプ」機能が便利です。

タブレットのカメラ機能が大活躍！
・受付時に処方箋をカメラ撮影と同時にQRコードが取り込まれ、
　受付が完了。 JANコード読み取り、気軽に薬品撮影が可能。

様々な「お知らせ」をしてくれます！
・業務処理中に、相互作用・併用禁忌・疑義照会の状況などにつ
　いて通知され、画面上に、赤いバッジとして通知されます。 

「薬品名を長押し」で、付加情報へアクセス！
・疑義照会やヒヤリ・ハット情報、添付文書の参照など、詳細な
　情報をすぐ調べることができます。

会計業務にも使えます！
・セルフメディケーション税制対応なので、「★」 印 がレシート
　も印字され、お客様の確定申告時にご利用いただけます。

「kusudamaドット インデックス」で 情報分析！
・薬局業務履歴を集計し、受付件数推移や、疑義照会履歴など
　経営者視点から情報閲覧ができます。

導入事例
どこでも持ち運び簡単・らくらく♪ピッキング・監査・薬歴入力と
場所を選ばないのが嬉しい！ 1人 1台。薬剤師間で誰が何をしてい
るのか？「調剤一覧」に表示されるのも、分かりやすく、業務がスムー
ズになりました。四国地方 O薬局様

（2015年 7月　特許出願済み）特許出願番号：特願2015-150950



調剤関連機器カタログ 2017 秋・冬 版

株式会社薬事日報社
東京本社　〒 101-8648　東京都千代田区神田和泉町 1-11 TEL:03-3862-2141（代）　FAX  03-5821-8757
大阪支社　〒 541-0045　大阪市中央区道修町 2-1-10 TEL:06-6203-4191（代）　FAX  06-6233-3681

このカタログの企画・運営もと

いまや多くの薬局では、その業務の特殊性がゆえに、多様な機器やアイテムを利用し
ています。
それら機器・アイテムに備わった機能やアイデアには目を見張るものがありますが、
人々の健康や生命に関わる業務に日々取り組む薬局の現場からは、より緻密な、より
専門的な、より使い易いコンセプトで機器・アイテム等の製品が提供されることを望
む声も少なくありません。
一方で、全国各地に点在する薬局に対しての機器・アイテムの製品情報の提供は、医
薬品のそれと比べ伝達する場所、協力する機関や専門メディア等が少ないことから、
充分な伝達手法があるとは言えません。
そこで「調剤関連機器カタログ」という名称で、機器やアイテムを製造・販売するメー
カー等の協力を得て、全国の薬局へデジタルカタログを配信し、情報を提供します。

運　営　目　的

●このカタログに掲載された製品について
製品を本来の目的で使用する方あるいは使用を検討する方に、製品情報を集約して掲
載しております。
ただし、このカタログに掲載している製品および製品に関する直接的な情報は、製造・
販売元の企業等により提供されたもので、カタログの企画・運営もとは一切の責任を
負いかねます。

●個人情報のお取り扱いについて
このカタログは、閲覧される方々（以下、閲覧者）の個人情報取得を目的としたもの
ではありません。
また、何らかの理由で間接的或いは直接的に閲覧者の情報を知り得た場合には、その
一切の情報保護に努め、閲覧者の許可がある場合および法律の規定による場合を除き、
第三者に提供することはありません。

●掲載情報の転載に関わる禁則
掲載情報の一切は、掲載製品の製造・販売元の企業等の許可を得て運営しております。
許可なくこのカタログに掲載された情報を転載または複写することを禁じます。

カタログへの製品掲載に関するお問合せ先
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